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■交通事故リスクを活用した交通マネジメント

皆さん、“生活道路は事故が起こりやすい”とか“渋滞して

いると事故が起こりやすい”、さらには“雨の日は事故が起こ

りやすい”といった事実をご存じでしょうか。このように、

交通事故の起こりやすさ（以下では“交通事故リスク”）は道

路や場所、交通状態あるいは天候などによって変化します。

例えば、昨年度、新潟県内の道の駅、SA/PA あるいは警察署

に掲げたポスター（図１）では、実データに基づいて算定さ

れた交通事故リスクの値を示し、生活道路走行時や渋滞して

いる道路の走行時に事故発生の危険性が高まることを示して

います。時間的空間的に変化する交通事故リスクを把握する

ことができれば、同リスク情報を提供するなどして、各ドラ

イバーが「より事故リスクの低い経路を通行」するような交

通マネジメントを

実施することで、

道路通行時の交通

事故リスクを低く

抑えることができ

ます。

当研究室では、

多くの研究者なら

びに実務者の皆さ

んとの協働によ

り、このような交

通事故リスクを活

用した交通マネジ

メント手法に関す

る研究を進めてい

ます。

■交通事故リスク分析と情報提供

交通事故リスクに影響を与える要因は、高速道路、一般国

道、生活道路それぞれによって異なります。これまでの分析

の結果、高速道路では渋滞や降雨、一般国道では交差点密度

や沿道状況、生活道路では交差点密度や周辺の交通量といっ

た要因が事故リスクに強い影響を与えることが明らかになり

ました。また、道路そのものも事故リスクに影響を与える要

因となり、高速道路、一般国道、生活道路の順に事故リスク

が高くなっていくことが定量的に示されました。一方で、よ

り多くのドライバーの皆さんに、低リスクの経路を走行して

いただくための、効率的な情報提供方法に関する研究も進め 

ています。例えば、タイプの異なる情報を提供した場合のド

ライバー行動に関する分析を行った結果、事故を起こす確率

を直接提示しても（図 2 タイプ 1）、ドライバーの経路変更を

促す力は弱く、事故渋滞に捕まるなどして、他人の起こした

事故の影響を受ける確率を提示した場合には（図 2 タイプ

2）、条件によってより交通事故リスクの低い経路へと経路変

更するドライバーが現れる可能性が高いことが明らかになり

ました。さらに、所要時間、通行料金も考慮した上で交通事

故リスクの低い経路を推奨経路として提示するナビゲーショ

ンシステム（図 3）を開発し平成 29 年度に情報提供実験を開

始しました。

タイプ１

タイプ 2

今後は、シミュレーション解析と実証実験による結果の分

析を組み合わせて、事故リスク情報提供による社会的便益の

評価を行います。 

最後に、皆様には、事故を起こさないため、他人の起こし

た事故の影響を受けないため、渋滞する道路を避け、“生活道

路よりも幹線道路”、“幹線道路よりも高速道路”を通行いた

だくようお願いします。 
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図 1 事故リスクの広報ポスター（一部） 

図 2 情報提供方法の例 

図 3 ドライブサポーター（ナビタイムジャパン） 
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